
外
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 

植
 
村
 
福
 
七
 
 

男
山
節
 
米
国
の
原
子
力
管
軍
機
構
と
開
発
状
況
 
 

1
1
．
原
子
力
管
腰
機
構
 
 
 

原
子
力
委
員
会
 
 
 

米
国
に
お
け
る
原
子
力
管
理
の
最
高
機
関
と
し
て
原
子
力
委
員
会
 
 

（
A
什
O
m
首
E
n
牒
g
y
C
O
m
m
－
S
S
岩
n
）
が
設
置
泣
ら
れ
て
・
い
る
。
原
子
力
 
 

委
員
会
（
A
E
C
と
略
称
す
る
）
 
は
－
九
四
六
年
原
子
力
法
 
（
A
t
営
已
c
 
 

E
n
e
r
g
y
 
A
c
t
 
O
f
－
芝
の
）
 
に
依
っ
て
設
け
ら
れ
た
け
れ
ど
も
山
九
五
四
 
 

年
原
子
力
法
の
改
正
に
依
り
そ
の
性
格
は
本
質
的
に
変
更
せ
ら
れ
た
。
現
 
 

在
の
麻
子
力
委
員
会
は
大
統
領
が
上
院
の
同
志
濫
依
っ
て
任
命
し
た
玉
名
 
 

の
専
任
委
員
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
（
第
2
1
条
及
び
第
2
2
灸
）
委
員
の
任
 
 

期
ほ
そ
れ
ぞ
れ
五
年
四
年
三
年
二
年
二
年
と
任
命
の
際
大
統
領
に
依
っ
て
 
 

定
め
ら
れ
る
。
 
 

委
員
会
 

皿
 
研
究
助
成
 
 

委
員
会
ほ
自
ら
或
い
は
他
の
機
関
に
依
る
次
の
研
究
の
助
成
を
行
う
。
 
 

（
第
3
1
1
3
3
条
）
 
 

外
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 

ダ
 
 
 

資
 
料
 
 

a
、
庶
子
核
反
応
b
、
原
子
力
理
論
及
び
生
産
、
生
産
に
関
連
す
る
工
 
 

程
、
材
料
、
装
置
 
C
▼
、
医
学
、
生
物
学
、
農
学
、
保
健
、
軍
事
的
目
的
の
 
 

た
め
の
特
殊
核
分
裂
性
物
質
及
び
放
射
性
物
質
の
利
用
d
、
有
用
な
エ
ネ
 
 

ル
ギ
ー
の
生
産
、
工
共
的
利
用
e
、
研
究
、
生
産
活
動
中
の
保
健
、
・
安
全
 
 

増
進
 
闇
 
特
殊
核
分
裂
物
質
の
生
産
 
 

委
員
会
ほ
特
殊
核
分
裂
物
質
め
生
産
設
備
を
所
有
運
営
し
て
こ
れ
が
生
産
 
 

利
用
処
分
に
当
る
 
（
第
4
1
－
4
4
条
）
 
 
 

畑
 
原
料
物
質
の
取
扱
 
 

委
員
会
は
原
料
物
質
の
指
定
、
取
得
、
精
製
、
配
給
二
切
甲
権
限
を
有
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

委
員
会
の
内
部
組
織
と
し
て
は
事
務
総
長
（
G
e
n
e
邑
M
a
n
a
g
e
r
）
 
の
 
 

下
に
事
務
局
が
置
か
れ
、
業
務
執
行
部
門
と
し
て
は
法
制
上
毎
軍
車
利
用
 
 

郡
及
び
委
員
会
が
そ
の
琶
任
遂
行
上
必
要
と
考
え
る
他
の
部
（
伸
し
1
0
部
 
 

以
内
）
を
置
く
。
そ
の
中
に
は
原
子
力
の
民
間
利
用
へ
の
応
用
及
び
開
発
 
 

に
対
し
て
基
本
的
茸
任
を
有
す
る
一
部
又
は
数
部
な
含
み
、
各
部
転
部
長
 
 

を
置
き
、
部
長
ほ
委
員
会
に
依
り
任
命
さ
れ
各
部
を
統
轄
す
る
』
と
規
定
 
 

さ
れ
て
い
る
。
（
第
2
5
条
）
軍
事
応
用
部
及
び
そ
の
他
委
員
会
が
必
要
と
 
 

認
め
る
各
部
の
外
に
検
閲
部
と
顧
問
窒
が
置
か
れ
る
。
検
閲
部
は
契
約
者
 
 

被
許
可
者
、
委
員
会
の
役
職
員
が
規
定
又
ほ
規
則
を
遵
守
し
て
い
る
か
否
 
 

か
を
確
め
る
責
任
を
持
っ
て
い
る
。
 
 

（
五
〇
九
）
 
八
劇
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民
間
利
用
部
（
D
i
く
i
s
i
O
n
 
O
f
 
C
i
ま
l
 
A
p
p
l
i
c
a
t
i
O
n
）
 
ほ
、
一
九
五
四
年
原
 
 

・
子
刀
法
に
依
り
民
間
企
業
の
参
加
が
認
め
ら
好
た
時
に
従
来
の
許
可
部
の
 
 

代
り
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
民
間
利
用
部
は
民
間
利
用
に
関
連
し
 
 

た
許
可
、
、
授
権
、
及
び
他
の
活
動
に
関
す
る
A
E
C
の
統
制
や
指
令
の
事
 
 

務
を
取
扱
っ
て
い
る
。
 
 
 

原
子
力
諮
問
委
員
会
 
 
 

諮
問
委
員
会
（
G
e
ロ
e
邑
A
d
く
i
s
。
r
y
C
。
m
m
i
t
t
e
e
）
一
は
仙
九
乱
四
年
 
 

原
子
力
法
第
2
6
灸
に
依
り
設
置
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
原
子
力
の
原
料
生
遷
 
 

及
び
研
究
開
発
に
関
す
る
科
学
的
技
術
的
諸
問
題
に
閲
し
委
員
会
に
助
言
 
 

す
る
も
の
で
あ
り
、
れ
大
統
領
に
依
り
民
間
人
の
中
よ
り
任
命
さ
れ
る
九
名
 
 

の
委
員
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
／
諮
問
委
員
の
任
期
は
六
年
で
委
員
会
は
 
 

毎
年
少
な
く
と
も
四
回
会
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
・
（
第
2
6
条
）
 
 
 

原
子
力
産
業
会
議
所
 
 
 

原
子
力
産
米
会
議
所
（
A
t
O
m
i
c
l
n
d
u
s
t
r
i
a
i
F
O
r
u
且
 
ほ
米
国
に
お
 
 

け
る
民
間
の
最
大
原
子
力
研
究
団
体
で
あ
る
。
設
立
の
目
的
ほ
次
の
如
く
 
 

で
あ
る
。
 
 

㈲
 
米
国
の
民
主
々
義
と
月
由
競
争
の
伝
統
に
よ
っ
て
原
子
力
の
開
発
及
 
 

原
子
力
委
昆
会
「
 
 

第
二
十
九
巻
 
第
五
号
 
 
 

－
軍
事
応
用
部
 
 

－
民
間
利
用
部
 
 

－
製
造
部
 
 

－
原
子
炉
開
発
部
 
 

－
・
検
閲
部
 
 

－
顧
問
室
 
 事
務
総
長
 
－
 
事
務
局
 
 

（
五
山
○
）
 
八
二
 
 
 

び
利
用
の
援
助
及
び
奨
励
 
 

㈲
 
本
会
議
所
ほ
原
子
力
に
つ
い
て
国
家
、
産
業
及
び
山
般
社
会
に
関
す
 
 
 

る
問
題
を
解
決
す
る
に
当
っ
て
討
論
し
共
同
研
究
す
る
。
 
 

矧
 
国
家
安
全
保
障
の
考
え
と
馴
致
す
る
範
囲
に
お
い
て
原
子
力
の
開
発
 
 
 

及
び
利
用
に
関
す
る
知
識
と
翠
解
の
普
及
奨
励
。
 
 

㈲
原
子
力
に
関
す
る
研
究
及
び
開
発
の
援
助
と
奨
励
。
 
 
 

会
議
所
の
事
業
ほ
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

仙
 
会
議
所
の
第
二
貰
務
は
会
員
と
産
業
界
に
対
し
て
常
に
情
報
を
提
供
 
 
 

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
為
、
原
子
力
の
産
業
開
発
及
び
利
用
に
関
 
 
 

す
る
実
際
の
知
識
と
権
威
あ
る
意
見
を
交
換
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
毎
 
 
 

月
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
メ
モ
及
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
レ
ポ
ー
ト
を
刊
行
す
る
。
 
 

闇
 
産
業
問
題
に
つ
い
て
の
討
論
会
を
開
催
し
そ
の
解
決
を
会
員
相
互
の
 
 
 

間
で
行
う
機
会
を
与
え
る
。
 
 

㈲
 
会
員
の
調
査
及
び
照
会
に
つ
い
て
の
援
助
。
 
 

㈲
 
原
子
力
図
書
館
の
利
用
。
 
 

2
・
開
発
状
況
 
 
 

米
国
の
場
合
時
核
分
裂
が
発
見
さ
れ
た
二
九
三
九
年
以
来
原
子
力
時
代
 
 

が
始
ま
っ
て
い
る
。
然
し
山
九
四
五
年
迄
は
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
ほ
専
ら
軍
 
 

事
利
用
の
面
に
集
中
さ
れ
て
い
、
た
。
も
っ
と
も
仙
部
の
学
者
の
問
に
ほ
ウ
 
 

ラ
ニ
ウ
ム
、
プ
ル
ト
ニ
ク
ム
給
金
に
関
す
る
研
究
や
放
射
性
同
位
元
恵
あ
 
 

利
用
が
研
究
さ
れ
て
い
た
。
劇
九
四
六
年
に
始
め
て
政
府
の
原
子
力
政
策
 
 

が
確
立
さ
れ
原
子
力
法
が
制
定
せ
ら
れ
た
b
同
法
の
特
長
は
H
原
子
力
の
 
 

平
和
利
用
及
び
国
際
管
理
に
対
す
る
米
国
の
方
針
を
明
示
し
た
こ
と
均
原
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子
力
の
閃
光
を
政
府
の
独
占
事
業
と
し
た
こ
と
均
五
名
の
民
間
人
よ
り
 
 

な
る
原
子
力
委
員
会
を
設
け
た
と
と
等
で
あ
る
。
し
か
し
血
般
に
原
子
エ
 
 

ネ
ル
ギ
ー
を
産
業
に
利
用
す
る
寒
気
は
低
調
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
 
 

て
H
政
府
の
独
占
事
菜
と
し
民
間
企
発
に
開
放
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
国
 
 

軍
事
利
用
に
重
点
が
置
か
れ
機
密
保
持
が
厳
重
を
き
わ
め
た
こ
と
伺
石
 
 

炭
、
右
帥
資
源
が
豊
富
で
あ
る
冬
め
燃
料
供
給
が
充
分
で
原
子
エ
オ
ル
ギ
 
 

ー
の
必
要
性
が
少
か
っ
雪
」
と
個
石
炭
石
油
電
力
事
業
を
撃
っ
て
い
る
 

大
企
業
が
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
蹄
躇
し
て
い
た
ご
と
等
な
あ
げ
る
こ
 
 

と
が
出
来
る
。
も
っ
と
も
そ
の
間
庶
子
炉
に
関
す
る
各
種
の
実
験
研
究
や
 
 

航
空
機
、
潜
水
艦
推
進
の
研
究
等
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
庶
子
エ
ネ
ル
ギ
 
 

ー
の
軍
事
利
用
偏
重
の
傾
向
は
一
九
五
〇
年
朝
鮮
動
乱
で
拍
車
を
か
け
 
 

た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
山
九
五
三
年
頃
段
々
民
間
企
兼
が
原
子
力
の
産
菜
利
用
に
関
 
 

心
な
も
ち
始
め
こ
こ
に
山
九
五
四
年
法
（
T
訂
A
t
O
m
i
c
E
n
e
品
y
A
。
t
 
 

O
f
－
誤
皇
の
制
定
を
見
た
。
こ
の
法
律
の
特
長
は
原
子
力
開
発
に
対
す
 
 

る
民
間
企
其
の
参
加
p
r
i
岩
t
e
 
p
a
註
c
i
p
a
t
仰
。
n
 
i
n
p
O
W
e
【
d
e
邑
。
p
・
 
 

m
e
賢
で
あ
る
。
即
ち
従
来
の
政
府
独
占
を
改
め
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
 
 

に
民
間
企
菜
の
横
松
的
参
加
を
奨
励
し
こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
に
改
め
 
 

た
。
米
国
の
原
子
力
政
策
は
仙
九
五
四
年
原
子
力
法
軍
一
条
宣
言
政
明
ら
 
 

か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
原
子
力
は
軍
事
的
に
も
平
和
的
に
も
応
用
出
 
 

来
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
合
衆
国
の
政
策
と
し
て
次
の
こ
と
を
 
 

璽
一
口
す
る
。
（
a
）
国
家
の
防
衛
と
安
全
保
障
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
常
 
 

に
最
大
の
責
献
を
な
す
と
い
う
至
上
目
的
を
条
件
と
し
て
、
原
子
力
の
開
 
 

外
国
の
原
子
力
管
＃
機
構
と
開
発
状
況
 
 

発
使
用
及
び
管
理
は
ふ
般
の
福
祉
紅
対
し
て
最
大
の
貢
献
を
な
す
よ
う
に
 

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
且
（
b
）
原
子
力
の
開
発
使
用
及
び
管
理
は
世
 
 

界
平
和
を
促
進
し
〕
般
の
福
祉
を
増
進
し
生
活
水
準
の
向
上
を
図
り
、
民
 
 

間
企
業
の
自
由
競
争
の
健
全
化
を
計
る
よ
う
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
』
現
在
米
国
に
ほ
色
々
な
目
的
を
も
つ
三
十
以
上
の
原
子
炉
が
建
設
 
 

さ
れ
て
い
る
。
∵
そ
の
中
に
は
原
子
爆
弾
潜
水
艦
推
進
の
如
き
純
然
た
る
軍
 
 

事
目
的
の
も
の
の
外
に
原
子
炉
構
造
材
料
の
研
究
プ
ル
ト
ニ
て
ワ
ム
生
産
の
 
 

寵
め
の
増
殖
炉
」
発
電
の
た
め
′
の
動
力
炉
、
そ
の
他
研
究
実
験
炉
等
が
あ
 
 

る
。
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
れ
ほ
ワ
ン
ソ
ト
ン
州
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
テ
ネ
 
 

シ
ー
州
オ
ー
ク
・
リ
ッ
汐
 
（
O
a
打
河
i
倉
e
N
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
r
a
t
O
r
y
）
ニ
 
 

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ソ
ェ
ネ
ク
ダ
デ
イ
（
K
n
。
l
－
s
欝
t
i
。
n
a
l
†
a
b
O
r
a
t
。
r
y
）
 
 

同
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ー
プ
ツ
ド
（
B
宍
岩
舟
訂
当
馬
n
芦
L
・
）
イ
デ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
 
 

郊
外
（
A
r
g
O
－
1
n
e
N
・
1
■
）
ア
イ
ダ
ホ
州
ア
ー
コ
⊥
A
r
c
O
芦
L
）
三
 
 

仁
メ
キ
シ
コ
州
ロ
メ
。
ア
ラ
モ
ス
等
で
あ
る
。
∇
二
九
四
二
年
－
・
五
二
年
 
 

間
に
お
け
る
米
国
の
原
子
力
閑
係
予
算
を
図
示
す
れ
は
次
頁
の
如
く
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

山
九
五
去
年
末
に
お
け
る
民
間
企
業
参
加
の
原
子
炉
建
設
計
画
は
実
験
 
 

炉
（
R
2
a
C
t
O
r
E
眉
乳
m
2
n
t
S
）
六
基
実
証
炉
（
D
2
m
O
n
S
t
－
a
t
i
O
n
P
－
a
n
t
s
）
 
 

七
基
合
計
十
三
基
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
簸
る
竺
九
六
〇
年
ま
で
軋
総
出
力
八
〇
品
の
原
子
力
発
電
 
 

所
が
建
設
さ
 

3
 
手
ネ
ル
ギ
ー
需
給
計
画
 
 

一
九
五
六
年
丁
旦
両
院
原
子
力
合
同
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
M
。
賢
－
 
 

（
五
脚
一
）
 
八
三
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米国原子予算  
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（百方ドル）   

第
二
十
九
巻
 
第
五
号
 
 

19431944194年1946194ナ19481949195019511952  1953  

n
。
y
報
告
に
依
っ
て
米
国
の
今
後
二
 
 

五
カ
年
間
の
電
力
需
給
関
係
を
み
れ
 
 

ほ
次
の
衣
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

米
国
に
お
け
る
発
電
力
予
想
 
 

共
）
 
 考

 
 
 

自
家
用
、
鉄
道
事
弟
分
発
電
々
 
 

力
を
除
く
。
工
限
値
、
下
限
値
 
 

山
九
五
五
年
仙
○
月
句
e
d
e
邑
 
 

（
有
二
二
）
 
八
四
 
 
 

P
O
W
e
r
C
¢
m
m
i
s
s
i
O
n
一
九
五
四
～
完
八
〇
年
予
想
を
以
っ
て
下
限
 
 
 

値
と
す
る
。
予
備
容
哀
を
設
備
容
嵐
の
山
五
％
と
し
年
増
加
率
を
四
●
 
 
 

九
％
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

3
 
上
限
値
ほ
E
訂
t
r
i
邑
宅
O
r
蜃
誌
山
九
五
五
年
九
月
元
日
発
行
 
 
 

の
一
九
五
四
～
七
〇
年
ま
で
の
予
癖
で
平
均
年
増
加
率
七
二
ニ
％
で
あ
 
 
 

る
仙
九
八
〇
年
ま
で
は
六
・
五
％
で
増
加
す
る
も
の
と
し
た
。
 
 
 

即
ち
現
存
ゐ
全
発
電
能
力
喀
∵
倍
二
元
〇
〇
万
甜
で
こ
れ
ほ
大
戦
直
 
 

後
の
二
倍
以
上
に
あ
た
る
。
今
後
二
五
カ
年
問
に
需
要
が
如
何
に
増
大
す
 
 

る
か
を
み
る
と
、
ま
ず
楽
観
的
見
方
（
1
限
）
と
控
え
目
的
見
方
（
下
限
）
 
 

賢
け
上
限
で
完
八
〇
年
覧
億
描
と
な
雲
・
警
三
億
五
、
八
〇
〇
 
研
 

万
と
な
る
。
こ
の
中
学
力
雷
ほ
完
八
〇
年
に
上
限
で
壷
一
一
、
 
 

五
。
。
万
竿
限
で
五
、
二
〇
〇
品
と
な
る
。
 
 

第
二
節
 
英
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 

1
 
原
子
力
管
理
機
構
 
 
 

英
国
に
お
い
て
は
山
九
四
六
年
原
子
力
法
 
（
A
t
O
邑
c
E
n
e
r
顎
A
c
t
 
 

－
冨
）
に
依
り
供
給
省
M
i
n
l
s
－
r
y
O
f
S
u
p
p
l
y
が
原
子
力
に
関
す
る
研
 
 

究
汚
動
、
生
産
施
設
の
設
計
、
建
設
、
運
営
の
全
般
を
悪
握
し
て
い
た
。
こ
 
 

れ
は
供
給
省
が
戦
時
の
権
限
め
縮
少
の
た
め
に
広
汎
な
過
剰
設
傭
及
び
資
 
 

源
を
所
管
し
工
業
上
の
諸
問
題
に
対
し
て
も
豊
富
な
る
経
験
を
も
っ
て
い
 
 

た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
原
子
力
の
産
業
利
用
が
漸
次
重
要
性
を
帯
び
て
 
 

く
る
に
つ
れ
て
原
子
力
の
哲
理
機
構
が
問
題
と
な
り
政
府
ほ
ヴ
ェ
グ
ア
リ
 
 

ー
委
員
会
を
設
け
研
究
の
結
果
、
則
九
五
三
年
工
片
十
日
原
子
力
に
関
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す
る
自
書
「
英
国
原
子
力
計
画
の
将
来
の
機
構
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
依
 
 

っ
て
原
子
力
の
大
規
模
な
研
究
開
発
を
図
る
た
め
に
原
子
力
公
社
A
t
？
 
 

m
－
C
 
E
n
e
r
g
y
♭
u
t
F
O
r
i
t
y
を
設
け
る
討
画
を
明
に
し
た
。
一
九
五
四
年
 
 

六
月
四
日
原
子
力
公
社
法
（
A
t
O
m
i
c
 
E
n
e
r
g
y
 
A
u
t
h
O
r
i
t
y
 
A
c
t
こ
治
喜
 
 

が
国
王
の
批
准
を
得
て
成
立
し
八
月
－
日
委
員
長
を
始
め
七
名
の
委
員
が
 
 

正
式
に
任
命
さ
れ
原
子
力
公
社
ほ
発
足
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
供
給
省
に
 
 

属
し
て
い
た
権
限
転
科
学
技
術
の
所
管
大
臣
で
あ
る
枢
相
に
引
継
が
れ
 
 

た
ペ
原
子
力
公
社
の
委
員
ほ
七
－
十
名
で
す
べ
て
枢
相
が
任
命
す
る
。
こ
 
 

の
中
三
名
が
原
子
力
に
関
連
す
る
問
題
」
一
名
は
管
理
と
財
政
に
つ
き
、
 
 

更
に
他
の
山
名
は
労
働
者
の
組
版
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
深
い
経
験
を
宿
し
 
 

且
識
見
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
r
 
（
公
社
法
鹿
二
ん
璽
一
項
三
項
）
一
九
 
 

四
六
年
原
子
力
法
（
第
二
条
第
一
項
）
及
び
二
九
四
八
年
放
射
性
物
質
法
 
 

（
第
一
条
第
一
項
）
に
よ
っ
て
当
時
枢
相
の
有
し
て
い
た
原
子
力
及
び
放
 
 

射
性
物
貿
の
牡
鹿
及
び
処
理
に
関
す
る
権
限
ほ
公
社
に
移
譲
さ
れ
た
。
公
 
 

社
と
し
て
は
次
の
権
限
を
も
？
て
い
る
。
 

（
a
）
 
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
、
利
用
、
処
分
し
こ
れ
に
関
嵐
す
る
 
 

事
項
を
調
査
す
る
こ
と
。
 
 
 

（
b
）
 
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
、
利
用
叉
ほ
調
査
の
た
め
公
社
が
必
 
 

要
で
あ
る
と
考
え
る
物
件
を
製
造
又
ほ
生
産
、
貯
蔵
、
輸
送
し
或
い
ほ
処
 
 

分
す
る
こ
と
。
 
 
 

（
C
）
 
放
射
性
物
質
を
製
造
又
ほ
生
産
購
入
或
い
は
取
得
、
加
工
、
貯
 
 

蔵
、
運
搬
並
び
に
処
分
す
る
こ
と
。
 
 
 

（
d
）
 
公
社
が
前
記
権
限
の
行
使
に
必
要
或
い
ほ
有
益
と
考
え
る
一
切
 
 

外
国
の
原
子
力
管
理
機
柄
と
開
発
状
況
 
 
 

の
こ
と
」
建
物
Ⅵ
建
造
工
事
の
実
施
及
び
鉱
物
の
使
用
）
を
行
ケ
こ
と
。
 
 
 

（
2
）
 
原
子
力
又
は
放
射
性
物
質
に
関
連
す
る
研
究
を
行
う
た
め
大
学
 
 

そ
の
他
の
研
究
機
関
若
し
ぐ
ほ
個
人
と
取
極
め
を
宥
う
こ
と
、
及
び
枢
相
 
 

や
蔵
相
の
承
認
を
経
て
原
子
力
又
は
放
射
性
物
貿
の
生
産
又
は
利
用
及
び
 
 

こ
れ
に
関
連
す
る
研
究
に
従
事
す
る
大
学
、
そ
の
他
の
機
関
叉
ほ
個
人
に
 
 

対
し
て
補
助
金
を
支
出
又
は
貸
付
け
る
こ
と
。
 
 
 

（
f
）
 
原
子
力
又
は
放
射
性
物
質
に
関
連
す
る
知
識
を
周
知
さ
せ
研
究
 
 

技
術
員
を
教
育
訓
統
す
る
こ
と
。
 
 
 

原
子
力
公
社
ほ
英
国
内
に
あ
る
既
存
の
原
子
力
施
儲
全
部
を
所
有
す
る
 
 

こ
と
と
な
り
、
そ
の
従
謬
見
も
二
万
人
を
越
え
る
に
至
っ
た
。
 
 
 

研
究
機
関
 
 
 

研
究
機
関
と
し
て
原
子
力
研
究
本
部
（
A
t
。
m
i
c
E
n
e
r
肇
R
e
s
e
a
r
c
h
 
 

E
s
t
a
b
－
i
s
F
m
e
n
t
）
と
放
射
化
学
研
究
所
（
R
。
d
i
。
C
h
e
m
逐
C
e
n
t
e
r
）
 
 

が
あ
る
。
前
者
は
ハ
ー
ク
エ
ル
に
設
け
ら
れ
原
子
核
物
理
学
及
び
原
子
エ
 
 

ネ
ル
ギ
ー
の
基
礎
研
究
を
行
っ
て
お
り
後
者
は
ア
マ
ー
シ
ャ
ム
に
設
け
ら
 
 

れ
ヲ
デ
ク
ム
、
ラ
ド
ン
等
の
天
然
放
射
性
物
質
及
び
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
化
 
 

学
処
理
を
研
究
し
て
い
る
。
 
 
 

事
業
施
設
 
 
 

事
業
施
設
と
し
て
．
は
リ
ス
レ
ー
（
R
i
巴
2
y
）
紅
設
計
、
管
理
本
部
が
置
 
 

か
れ
分
裂
性
物
質
生
産
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
、
企
画
、
運
転
の
指
揮
全
体
の
 
 

計
画
を
管
掌
し
て
い
る
。
生
産
工
場
と
し
て
は
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
 
 

工
場
は
山
九
四
六
年
に
建
設
さ
れ
た
ク
チ
エ
ク
ム
精
錬
工
場
で
あ
る
。
原
 
 

鉱
は
主
と
し
て
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
輸
入
す
る
。
次
に
ク
 
 

（
五
山
三
）
 
八
五
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第
一
」
十
九
巻
 
第
五
サ
 
 

イ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
ユ
場
ほ
劃
九
四
七
年
に
建
設
さ
れ
、
爾
来
四
年
半
、
プ
 
 

ル
ト
ニ
ク
ム
の
生
産
に
当
っ
て
き
た
。
ケ
ー
プ
ン
ハ
ー
ス
ト
工
場
ほ
山
九
 
 

四
七
年
に
建
設
さ
れ
晦
製
造
の
ガ
ス
拡
散
工
場
で
あ
る
。
原
子
刀
発
電
所
 
 

と
し
て
は
山
九
五
六
年
山
○
月
よ
り
本
格
的
運
転
に
入
っ
た
コ
ル
グ
・
ホ
 
 

ー
ル
原
子
力
発
電
所
と
ス
コ
ッ
ノ
ト
ラ
ン
ド
東
北
部
に
あ
る
ケ
イ
ス
ネ
ス
州
 
 

ド
ー
ン
レ
イ
に
建
設
計
画
中
の
大
型
発
電
所
が
あ
㌃
。
 
 

2
 
開
発
状
況
 
 
 

英
国
に
お
い
て
は
原
子
力
の
平
和
利
用
は
戦
後
本
格
的
に
行
わ
れ
た
。
 
 

現
在
発
電
用
石
炭
の
年
消
費
鼻
は
三
、
七
〇
〇
万
屯
で
へ
あ
る
が
、
山
九
七
 
 

五
年
に
ほ
約
〓
慢
常
に
達
す
る
。
即
ち
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
増
加
 
 

は
指
数
関
数
的
に
上
昇
す
る
。
従
っ
て
英
国
の
如
き
比
較
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
 
 

蟄
源
の
貧
困
な
る
国
匿
お
い
て
ほ
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
重
要
と
な
 
 

っ
て
く
る
。
巌
初
山
九
四
八
年
ハ
一
夕
エ
ル
に
空
気
冷
却
石
墨
減
速
の
実
 
 

験
炉
を
建
設
し
同
l
時
に
S
p
星
霜
f
i
e
l
d
に
金
属
ク
ラ
ン
エ
場
を
設
け
ク
ラ
 
 

ン
原
鉱
か
ら
純
度
の
高
い
ク
ラ
ン
を
作
っ
た
。
か
く
て
原
子
土
ネ
ル
ギ
ー
 
 

の
産
業
利
用
は
一
九
五
三
年
に
入
り
本
格
的
と
な
り
カ
ン
パ
ー
ラ
ン
ド
州
 
 

〔
巴
d
e
r
謬
〒
覧
喝
掛
二
K
、
九
万
二
千
Ⅹ
W
の
発
電
容
遠
を
も
つ
世
 
 

界
故
初
の
商
業
用
の
原
子
力
発
電
所
恕
作
っ
た
。
こ
の
原
字
炉
ほ
B
E
P
O
 
 

型
（
天
然
ウ
ラ
ン
原
料
、
石
墨
緩
速
、
ガ
ス
冷
却
）
 
で
、
反
応
部
は
宙
径
 
 

三
〇
択
の
円
柱
形
、
燃
料
表
面
の
温
度
は
摂
氏
四
〇
〇
度
で
あ
る
。
こ
の
 
 

e
n
e
r
g
y
 
O
p
e
岩
t
i
呂
 
（
連
鎖
反
応
を
持
続
さ
せ
る
だ
け
で
全
力
め
熟
を
也
 
「
 
 

発
電
所
ほ
本
年
五
月
三
二
日
の
夜
操
業
開
始
し
た
が
当
方
の
問
 
M
e
r
？
 
 

さ
な
い
様
に
原
子
炉
を
運
転
さ
せ
る
）
で
、
十
月
十
七
日
に
水
蒸
気
を
巨
 
 

英 国 原 子 力 発 電 封 画   
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J
 
大
な
タ
ー
ボ
反
流
発
動
機
に
か
け
て
発
電
す
る
。
英
国
原
子
力
委
員
会
は
 
 

五
月
二
十
三
日
次
の
如
き
コ
、
、
＼
三
ケ
を
発
表
し
て
い
る
還
子
力
発
電
 
 

所
の
運
転
開
始
に
お
け
る
垂
撃
慧
竺
歩
は
二
十
二
日
踏
出
さ
れ
た
。
十
 
 

分
な
ウ
ラ
ン
が
原
子
炉
に
仕
込
ま
れ
、
連
鎖
反
応
が
起
り
、
第
〟
原
子
炉
 
 

は
自
然
に
活
動
を
つ
づ
け
る
状
態
に
な
っ
た
。
来
る
十
月
原
子
力
発
電
所
 
 

が
完
全
運
転
に
入
っ
た
あ
か
つ
き
に
ほ
世
界
史
上
ほ
じ
め
て
電
力
が
大
規
 
 

模
に
原
子
力
発
電
所
で
つ
く
ら
れ
、
全
国
の
電
力
網
虹
供
給
さ
れ
る
こ
と
 
 

と
な
る
ぞ
あ
ろ
う
』
次
に
発
電
原
価
に
つ
い
て
英
国
電
子
力
公
社
産
業
部
 
 

長
S
i
r
C
ぎ
s
t
。
p
訂
r
H
i
n
t
。
n
ほ
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
『
プ
ル
ト
ニ
 
 

ク
ム
を
考
慮
に
入
れ
な
い
で
も
、
電
力
コ
ス
ト
は
意
W
b
当
て
へ
ニ
ー
 
 

以
下
で
、
プ
ル
寸
ニ
ウ
ム
は
更
に
高
速
中
性
子
炉
で
使
用
す
る
こ
と
が
出
 
 

来
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
正
当
に
評
価
す
れ
ば
〇
二
ハ
ぺ
ソ
ス
一
（
約
二
円
 
 

五
二
銭
）
 
に
な
る
か
ら
普
通
阻
発
電
設
備
と
十
分
に
対
抗
出
来
る
。
』
一
 
 

九
五
五
年
二
月
英
国
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
た
原
子
力
白
書
（
A
P
r
。
g
r
a
m
 
 

O
f
 
N
u
c
－
e
a
r
 
P
O
W
e
r
．
『
e
b
．
」
諾
∽
）
に
依
る
と
一
九
六
五
年
ま
で
に
現
 
 

在
の
原
子
力
発
電
所
建
設
討
画
が
完
成
す
れ
ば
山
二
の
原
子
力
発
電
所
が
 
 

運
転
せ
ら
れ
、
全
出
力
二
〇
〇
万
K
W
と
な
り
山
九
七
五
年
度
以
降
は
火
 
 

力
発
電
所
の
建
設
ほ
行
わ
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
 
 

唱
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
計
画
 
 
 

山
九
五
四
年
七
月
九
日
下
院
に
お
い
て
燃
料
動
力
相
は
英
国
の
燃
料
及
 
 

び
動
力
政
策
を
説
明
し
て
こ
の
政
策
の
主
要
目
的
の
一
つ
は
石
灰
の
供
給
 
 

を
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
即
ち
当
面
ほ
石
油
に
依
る
が
最
終
打
に
は
原
子
力
 
 

に
依
っ
て
で
き
る
だ
け
早
く
代
替
す
る
こ
と
軋
あ
る
と
述
べ
た
。
 
 

外
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 

英国に．おける電力需要見込  
こ
れ
に
依
る
と
原
子
力
発
電
は
一
九
六
五
1
大
六
年
三
九
〇
万
K
W
一
 
 

九
七
〇
－
七
山
年
六
二
〇
万
K
W
山
九
七
五
－
七
六
年
山
、
三
二
〇
万
Ⅹ
 
 

W
山
九
八
〇
－
八
二
讐
「
三
〇
〇
万
K
W
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
 
 

＿  

目 巨965⊥66  

予測尖頭負荷MW  

所要総轡宣力（送出）MW  

火 力 容 鼠  M w  

原子力発電容鼠 MW  

電 力 鼠 10町KW‡1ヤ  

′′  

′′  

ノゲ   

負荷率（石炭燃焼発電所）％  

（
五
∵
五
）
 
八
七
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九
四
六
年
設
置
せ
ら
れ
た
。
原
子
力
委
員
会
は
内
閣
に
宙
尽
し
、
、
原
子
力
 
 

の
研
究
開
発
の
重
商
決
議
機
関
で
あ
る
。
委
員
会
の
組
織
は
次
の
如
く
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

原
子
力
庁
長
官
 
 

最
高
委
員
 
 

第
二
十
九
巻
 
第
五
号
 
 

第
三
節
 
仏
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 
 

l
 
原
子
力
管
理
機
構
 

原
子
力
庁
 
 
 

仏
国
に
お
け
る
原
子
力
管
理
機
柄
と
し
て
ほ
、
原
子
力
庁
と
原
子
力
委
 
 

員
会
が
あ
る
。
原
子
力
庁
（
C
O
m
邑
汝
a
r
i
a
t
少
－
、
河
口
e
r
g
i
e
A
t
O
邑
q
u
e
）
 
 

ほ
一
九
四
五
年
十
月
十
八
日
創
設
せ
ら
れ
た
。
原
子
力
庁
の
目
的
は
原
子
 
 

力
に
関
す
る
理
論
的
、
技
術
的
研
究
と
必
要
な
原
料
の
調
査
及
び
採
掘
を
 
 

行
い
、
更
に
原
子
の
産
業
的
利
用
を
図
ら
ん
と
す
る
に
あ
る
。
原
子
庁
の
 
 

亜
殆
ほ
最
初
フ
レ
デ
り
／
ツ
ク
・
汐
ヨ
リ
オ
 
（
句
r
監
野
i
c
 
J
O
－
i
O
t
）
博
士
を
 
 

長
官
と
し
て
五
名
の
最
高
委
早
の
下
に
鉱
物
資
源
採
掘
長
と
科
学
長
を
置
 
 

き
更
に
そ
の
下
部
組
織
と
し
て
次
の
五
つ
の
局
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 

原
子
力
委
員
会
 
 

次
に
原
子
力
委
員
会
（
C
ひ
m
i
t
か
d
e
－
、
掛
n
e
r
g
i
e
 
 

∵
 
1
科
 学
長
 
 

物
資
源
採
掘
長
 
 

－
一
般
科
学
局
 
 

－
工
業
化
学
局
 
 

－
ラ
ジ
オ
機
械
局
 
 

－
機
械
工
作
局
 

－
原
子
炉
物
理
局
 A

t
O
m
i
q
u
e
）
 
は
一
 
 

事
務
総
長
 

原
子
力
委
員
会
ほ
内
閣
直
属
で
首
相
に
依
っ
て
主
宰
さ
れ
て
い
る
け
れ
 
 

ど
も
、
原
子
力
庁
は
l
O
－
i
O
t
博
士
の
下
に
l
O
－
i
O
t
夫
人
及
び
理
論
物
学
 
 

者
P
i
e
r
r
e
A
属
領
r
博
士
、
L
O
W
只
O
W
a
宗
片
町
博
士
等
に
依
り
指
導
せ
 
 

ら
れ
そ
の
活
動
は
大
幅
な
自
由
が
与
え
ら
れ
て
お
り
創
設
の
最
初
よ
り
民
 
 

間
企
業
が
原
子
炉
建
設
に
参
加
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

原
子
力
生
産
利
用
技
術
協
会
 
 
 

米
国
の
原
子
力
産
業
会
議
（
句
O
r
u
m
）
ノ
に
該
当
す
る
如
拙
と
し
て
脚
九
 
 

五
五
年
十
月
十
六
の
民
間
会
社
に
依
っ
て
原
子
力
生
産
利
用
技
棉
協
会
 
 

（
－
、
a
s
s
O
C
首
t
i
O
n
 
T
e
c
h
n
i
q
u
e
 
p
O
u
r
】
a
 
p
r
O
d
u
c
t
i
O
n
 
e
ニ
、
已
i
－
i
z
a
雷
n
 
 

d
e
－
、
許
e
↑
g
i
2
Z
邑
a
i
r
e
）
が
結
成
さ
れ
た
。
A
T
E
N
（
略
称
）
 
の
目
的
 
 

ほ
会
員
に
情
報
を
提
供
し
仏
国
の
原
子
力
産
共
に
外
国
の
同
業
者
を
紹
介
 
 

し
定
期
情
報
資
料
を
刊
行
し
会
議
や
講
演
会
を
開
催
す
る
に
あ
る
。
 
 

2
 
開
発
状
況
 
 

一
九
四
〇
年
独
軍
に
依
る
巴
里
占
領
時
迄
ほ
仏
国
ほ
原
子
力
物
理
学
の
 
 

研
究
払
お
い
て
は
政
も
進
歩
し
て
い
た
再
あ
二
つ
で
あ
っ
た
。
」
古
く
は
 
 

C
旨
e
夫
妻
に
よ
る
放
射
能
発
見
J
O
－
i
O
t
夫
妻
に
依
る
人
工
放
射
能
発
 
 

見
、
光
の
物
質
化
Ⅵ
発
見
等
が
あ
り
近
く
は
同
じ
く
J
0
1
i
O
t
夫
妻
に
依
る
 
 

原
子
橡
分
裂
現
象
、
核
分
裂
の
瞭
中
性
子
が
放
出
せ
ら
れ
る
こ
と
等
の
発
 
 

見
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
中
絶
し
て
 
 

い
た
か
、
戦
後
急
速
に
復
活
せ
ら
れ
、
J
0
1
i
O
t
教
授
が
原
子
力
庁
長
官
に
 
 
 

委
員
長
 
 

委
 
 
員
 
 

（
五
二
ハ
）
 
八
八
 
 

首
 
相
 
 

原
子
力
庁
長
官
及
び
五
名
の
最
高
委
員
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



就
任
す
る
や
、
原
子
力
研
究
原
則
と
開
発
五
カ
年
封
画
を
発
表
し
た
。
研
 
 

究
原
則
は
第
融
に
．
原
子
力
の
研
究
及
び
開
発
は
国
家
の
完
全
独
立
の
た
め
 
 

に
な
さ
る
ぺ
き
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
原
子
力
開
発
五
カ
年
 
 

封
画
ほ
次
の
三
つ
の
段
階
か
ら
な
っ
て
い
る
。
即
ち
驚
二
段
階
紅
お
い
て
 
 

ウ
ラ
ニ
ウ
ム
と
重
水
に
よ
る
小
型
実
験
原
子
炉
の
建
設
、
第
二
段
階
に
お
 
 

い
て
山
基
又
ほ
二
基
の
中
型
原
子
炉
及
び
原
子
核
物
理
学
者
の
研
究
の
た
 
 

め
に
大
研
究
所
を
設
立
す
る
こ
と
。
讐
一
惑
階
に
お
い
て
原
子
力
発
電
所
 
 

の
建
設
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
J
註
O
t
教
授
の
計
画
は
予
定
通
り
進
み
⊥
九
四
八
年
十
二
月
†
 
 

五
日
巴
里
南
部
ジ
ャ
チ
オ
ン
に
原
子
炉
第
山
号
が
Z
O
囲
建
設
せ
ら
れ
 
 

た
。
こ
の
琴
丁
炉
ほ
酸
化
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
を
燃
料
と
し
て
用
い
る
盈
水
緩
速
 
 

炉
で
あ
る
。
出
力
ほ
伴
か
五
K
W
の
実
験
炉
で
放
射
性
物
質
の
生
成
を
主
 
 

目
的
と
し
教
授
が
一
九
五
〇
年
四
月
長
官
の
職
を
去
る
迄
ほ
無
料
で
放
射
 
 

性
物
質
は
医
学
治
療
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
提
供
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
 
 

の
炉
ほ
完
専
一
年
補
強
せ
ら
れ
、
酸
化
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
棒
は
天
然
孝
フ
ニ
 
 

ク
ム
棒
に
置
換
え
ら
れ
、
コ
ッ
ク
リ
ー
ト
の
防
禦
壁
が
強
挿
せ
ら
れ
、
出
 
 

力
も
三
〇
K
W
に
増
加
せ
ら
れ
た
。
一
九
阻
六
仁
一
九
空
年
間
に
原
 
 

子
力
研
究
及
び
開
発
の
た
め
に
投
ぜ
ら
れ
た
金
は
約
百
五
十
億
フ
ラ
ン
で
 
 

あ
っ
た
。
 
 
 

山
九
孟
一
年
理
論
物
痙
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ぺ
ラ
ン
冨
n
c
i
s
P
e
r
r
i
n
 
 

教
授
が
隠
子
力
庁
長
官
転
就
任
し
、
原
子
炉
第
二
号
P
？
が
山
九
五
二
年
 
 

十
月
鱒
完
成
せ
ら
れ
、
同
瞳
正
二
九
五
ニ
ー
完
六
七
年
間
に
亘
る
原
子
 
 

開
発
十
五
カ
年
計
画
が
発
表
せ
ら
れ
た
。
 
 
 

外
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 
 

㈲
 
第
一
次
五
カ
年
計
画
〓
九
五
二
－
〟
九
五
七
）
 
 

プ
ル
ト
一
首
ム
増
殖
炉
二
基
を
建
設
し
技
術
研
究
養
成
患
ハ
に
本
国
及
 
 

植
民
地
モ
ロ
ッ
コ
、
南
ア
フ
ゥ
カ
、
赤
道
ア
フ
‥
で
刀
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
 
 

－
 
 

ウ
ラ
ニ
ウ
ム
鉱
山
の
開
発
を
行
う
。
 
 

闇
 
讐
茨
五
カ
年
封
画
（
一
九
五
八
－
一
九
六
二
）
 
 
 

男
山
次
五
カ
年
計
画
に
依
っ
て
貯
蔵
出
来
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
依
っ
て
 
 

運
転
す
る
原
子
炉
を
建
設
し
更
に
原
子
力
発
電
実
験
炉
を
建
改
す
る
。
 
 

㈲
 
第
三
次
五
カ
年
計
画
二
九
六
三
－
一
九
六
七
）
 
 
 

原
子
力
発
電
所
の
建
設
を
行
う
。
こ
れ
に
依
っ
三
九
六
七
年
以
降
仏
 
 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
原
子
力
発
電
に
依
っ
て
相
当
見
充
足
さ
れ
る
。
 
 

′
 
 
以
上
の
一
致
カ
年
計
画
の
最
終
日
的
ほ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
子
力
化
で
こ
 
 

れ
が
実
現
出
来
れ
ば
仏
国
は
石
炭
を
輸
入
す
る
必
斐
が
な
く
な
る
訳
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

仏
国
国
民
議
会
は
一
九
五
二
年
七
月
二
四
日
の
原
子
力
開
発
計
画
法
 
 

（
l
e
l
O
こ
2
p
屋
r
a
m
鷲
p
O
u
＝
2
－
、
訂
r
g
i
e
a
t
O
m
i
q
u
e
）
に
基
き
第
 
 

山
次
乱
カ
年
計
画
に
対
し
て
三
七
七
億
フ
ラ
ン
の
支
出
を
莞
℃
た
。
こ
 
 

れ
に
依
る
原
子
力
開
発
計
画
の
概
要
ほ
次
の
如
く
で
あ
る
。
 

闇
 
原
子
炉
〝
P
2
〃
の
建
設
 
 

一
九
五
二
年
山
○
月
巴
畢
南
郊
ク
リ
ス
ト
・
ド
・
サ
ク
レ
1
〈
C
ぎ
s
㌣
 
 

d
e
・
S
a
c
－
a
y
）
に
原
子
炉
讐
亨
2
㌫
建
設
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ほ
Z
O
沖
 
 

と
同
様
重
水
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
炉
で
あ
る
。
出
力
〟
、
五
〇
〇
K
W
で
放
射
性
 
 

物
貿
の
生
産
が
主
目
的
で
あ
る
。
プ
ル
ト
こ
て
ワ
ム
の
生
産
能
力
は
年
四
〇
 
〇
－
四
五
〇
g
で
あ
る
。
又
こ
の
炉
は
材
料
冶
金
の
研
究
に
も
用
い
ら
れ
 
 

（
五
〟
七
）
 
八
九
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第
二
十
九
巻
 
第
五
号
 
 

て
い
る
。
 
 

㈲
 
原
子
炉
品
L
∽
〃
の
建
設
 
 
 

サ
ク
レ
ー
原
子
力
中
央
研
究
所
（
l
e
 
C
e
n
t
r
e
 
d
、
か
t
完
－
e
s
 
n
宍
－
e
a
i
r
e
s
 
 

d
e
S
a
c
－
a
y
）
に
お
い
て
現
在
第
二
次
パ
イ
ル
即
ち
第
一
次
パ
イ
ル
で
生
 
 

産
し
た
プ
ル
ト
ニ
ク
ム
を
燃
料
と
す
る
原
子
炉
ノ
〝
E
L
∽
〃
を
建
設
中
で
あ
 
 

る
。
E
L
伊
の
運
転
に
依
り
高
度
の
中
性
子
密
流
中
の
材
料
冶
金
の
研
究
 
 

が
可
能
と
な
り
将
来
の
原
子
発
電
所
建
設
の
基
礎
研
究
と
な
る
。
 
 

は
 
プ
ル
ト
ニ
ク
ム
増
殖
炉
G
」
｝
 
C
●
N
の
建
設
 
 
 

仏
国
原
子
力
庁
は
マ
ル
ク
ー
ル
（
M
a
首
O
u
訂
）
 
に
近
い
将
来
大
規
模
の
 
 

プ
ル
ト
ご
ク
ム
増
殖
炉
二
基
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
子
 
 

炉
ほ
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
、
石
墨
炉
で
出
力
合
計
一
〇
ガ
K
W
で
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
鉱
 
 

の
化
学
処
理
工
場
及
び
プ
ル
ト
ニ
ク
ム
抽
出
工
場
が
こ
れ
に
附
設
せ
ら
れ
 
 

る
。
か
く
て
マ
ル
ク
ー
ル
は
仏
国
に
お
け
る
山
大
原
子
力
セ
ン
タ
ー
と
な
 
 

る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
計
画
に
は
尤
大
な
建
設
費
金
と
多
数
の
技
術
研
究
 
 

員
が
必
要
で
あ
る
の
で
原
子
力
庁
ほ
民
間
企
業
に
呼
び
か
け
工
業
施
設
工
 
 

作
委
員
会
（
C
O
m
i
t
e
 
d
e
－
、
e
q
2
p
e
m
e
n
t
 
i
n
d
u
s
t
r
i
e
こ
を
組
織
さ
れ
五
 
 

つ
の
民
間
会
社
が
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

G
．
－
の
設
計
は
完
了
し
脚
九
五
六
年
八
月
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
 
 

G
」
の
建
設
琴
は
五
〇
億
フ
ラ
ン
の
予
算
で
あ
る
。
 
 

3
 
エ
ネ
ル
ギ
1
需
給
関
係
 
 

仏
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量
は
石
炭
換
算
鼠
で
六
、
0
0
0
万
屯
そ
の
 
 

内
訳
は
石
炭
五
、
二
〇
〇
万
屯
水
力
発
電
七
七
〇
万
屯
そ
の
他
の
燃
料
山
 
 

0
0
万
屯
で
あ
る
。
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
増
加
率
は
年
六
％
で
あ
る
 
 

■   

（
有
二
八
）
 
九
〇
 
 

か
ら
一
〇
年
後
に
は
一
億
屯
一
五
年
後
に
ほ
一
億
卑
0
0
0
万
屯
を
突
 
 

破
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
仏
国
は
石
炭
の
三
分
の
山
は
輸
入
、
石
油
 
 

は
殆
ん
ど
全
部
輸
入
で
あ
る
の
で
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
ほ
ダ
ム
式
水
 
 

力
発
電
所
の
建
設
及
び
火
力
発
電
所
の
近
代
化
と
相
並
ん
で
原
子
力
発
電
 
 

に
重
点
が
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

罪
四
節
 
そ
の
他
の
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 
 

1
 
ソ
ヴ
ュ
ー
ト
連
邦
 
 
 

ブ
ロ
ヒ
ン
ツ
ェ
フ
 
（
D
↑
B
l
O
k
F
i
n
t
s
e
ヱ
博
士
及
び
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
 
 

原
子
力
発
電
所
長
（
N
・
A
・
N
i
k
0
1
a
y
e
ヱ
に
依
っ
て
ジ
ュ
ネ
ー
プ
原
子
力
 
 

平
和
利
相
国
総
会
議
に
提
出
し
た
論
文
に
依
鳥
と
、
山
九
五
四
年
六
月
二
 
 

七
日
出
力
五
、
0
0
0
K
W
の
世
界
最
初
の
原
子
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
 
 

操
業
を
開
始
し
近
接
地
区
の
工
菜
・
農
業
に
電
力
を
供
給
し
て
い
る
。
 
 

こ
の
原
子
炉
は
高
圧
水
冷
式
の
ク
ラ
ン
黒
鉛
型
の
炉
で
、
核
燃
料
は
五
％
 
 

の
亡
琶
を
含
む
浪
縮
り
去
／
ン
で
全
充
填
崖
ほ
五
五
〇
K
g
で
あ
る
。
こ
 
 

の
原
子
力
発
電
所
の
操
儲
に
依
り
将
来
大
原
子
力
発
電
所
建
設
の
た
め
の
 
 

色
々
な
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。
轟
竃
原
価
に
つ
い
て
は
五
－
一
〇
万
 
 

K
W
の
出
力
の
原
子
力
発
電
所
で
 
声
W
H
当
り
∴
○
－
二
〇
カ
ぺ
ー
ク
 
 

（
公
定
価
格
－
払
ふ
ー
ヽ
け
ー
P
N
ひ
ヰ
ヾ
T
 
実
際
ほ
ー
甘
ん
ー
勺
＝
〇
・
〇
騨
 
 

尺
∨
∴
こ
 
で
」
九
重
二
年
発
電
所
省
所
属
の
火
力
発
電
所
の
原
価
が
仙
○
 
 

カ
ぺ
ー
ク
で
あ
る
か
ら
将
来
商
業
的
に
競
争
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

仙
九
五
六
年
二
月
二
日
の
プ
ラ
ウ
ダ
紙
の
報
導
に
依
れ
ば
第
六
次
五
カ
 
 

年
計
画
二
九
五
六
－
仙
九
六
〇
）
 
に
関
す
る
第
二
〇
回
党
大
会
に
お
い
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て
次
の
虚
子
力
発
電
所
建
設
計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ダ
ラ
ル
 
 

に
出
力
脚
0
0
万
Ⅹ
W
¢
原
子
力
発
電
所
二
カ
所
、
モ
ス
コ
一
に
出
力
四
 
 

〇
K
W
の
原
子
力
発
電
所
一
カ
所
の
建
設
計
画
で
総
出
力
二
〇
〇
－
二
五
 
 

〇
K
W
の
原
子
力
発
電
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
第
七
次
五
カ
年
計
画
、
滞
 
 

八
次
五
カ
年
計
画
が
完
成
す
れ
ば
社
会
主
義
国
家
の
全
発
電
体
系
は
外
国
 
 

よ
り
も
優
れ
る
で
あ
ろ
う
と
報
導
さ
れ
て
い
る
。
 
 

2
 
伊
太
利
 
 
 

現
在
伊
国
の
原
子
力
研
究
ほ
次
の
三
の
機
関
に
依
っ
て
行
わ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 

闇
 
国
立
核
物
理
学
研
究
所
－
こ
れ
ほ
ロ
ー
マ
大
学
物
理
学
部
軋
一
九
四
 
 

五
年
山
○
月
設
立
せ
ら
れ
闇
宇
宙
放
射
線
の
研
究
㈲
化
学
物
理
学
及
び
放
 
 

射
能
の
研
究
刷
新
し
い
実
験
技
術
の
研
究
㈲
理
論
物
理
学
の
研
究
が
行
わ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

闇
．
伊
太
利
原
子
核
研
究
委
員
会
（
C
◇
n
S
i
g
－
i
O
冨
2
i
O
n
a
訂
d
2
－
－
e
 
 

R
i
c
e
r
c
b
e
）
－
こ
れ
ほ
仙
九
重
一
年
七
月
伊
大
利
の
原
子
力
開
発
組
織
と
 
 

し
て
内
閣
直
属
の
「
全
国
学
術
研
究
会
議
」
（
C
N
R
）
 
の
中
に
設
置
せ
ら
 
 

れ
伽
原
子
物
理
学
の
調
査
、
研
究
、
実
験
闇
原
子
力
の
産
米
利
用
㈲
原
子
 
 

力
に
関
す
る
国
際
機
関
や
外
国
団
体
と
の
協
力
連
絡
を
行
っ
て
い
る
。
 

闇
 
情
報
実
験
セ
ン
タ
ー
（
C
e
n
t
r
。
l
n
f
O
r
m
a
N
i
邑
S
t
u
d
i
E
s
p
e
ユ
。
n
Z
e
）
 
 

原
子
級
研
究
の
実
験
・
応
用
の
た
め
特
に
平
和
利
用
の
た
め
〟
九
望
ハ
年
 
 

二
月
民
間
会
社
と
学
界
の
代
表
者
に
依
っ
て
粗
放
設
立
せ
ら
れ
惣
。
こ
 
 

の
セ
ン
タ
ー
ほ
、
、
＼
ヲ
ノ
喧
本
部
を
も
ち
現
在
熱
出
力
山
、
0
0
0
－
一
〇
、
 
 

0
0
0
K
W
の
実
験
用
原
子
炉
を
、
＼
＼
ヲ
ノ
市
郊
外
濫
予
琴
ニ
○
億
リ
ラ
四
 
 

カ
年
計
画
で
建
設
中
で
あ
る
。
 
 

外
国
の
原
子
力
管
理
機
構
と
開
発
状
況
 
 

4
 
ノ
ル
ウ
ェ
ー
 
 
 

元
来
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ほ
水
力
電
気
に
め
ぐ
ま
れ
て
お
り
重
水
生
産
時
お
い
 
 
 

て
は
世
界
有
数
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
議
会
は
原
子
力
研
究
の
た
め
五
〇
 
 

′
○
万
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ク
ロ
ノ
ー
ル
の
支
出
を
認
め
四
八
年
山
月
原
子
力
研
究
 

所
を
設
け
た
。
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
供
給
を
受
け
る
こ
 
 
 

と
に
な
り
一
九
恵
一
年
七
月
協
同
原
子
力
研
究
機
関
（
J
O
i
n
t
E
s
t
抄
b
－
i
s
F
－
 
 
 

m
e
n
t
㌫
O
r
 
Z
宍
i
e
a
r
 
E
n
e
r
g
y
 
R
e
s
e
a
r
阜
）
 
が
設
置
せ
ら
れ
た
。
オ
ス
 
 
 

ロ
の
近
く
の
キ
エ
ラ
ー
に
重
水
原
子
炉
を
建
設
し
て
お
る
外
出
力
二
〇
、
 
 
 

0
0
0
Ⅹ
W
の
天
然
ク
ラ
ニ
ク
ム
重
水
型
の
発
電
炉
出
力
一
〇
、
0
0
0
 
 
 

K
W
の
船
舶
推
進
用
原
子
炉
の
建
設
を
計
画
中
で
あ
る
や
（
完
雲
・
〓
・
一
）
 
 

（
五
劇
九
）
 
九
山
 
 
 

㈲
エ
ネ
ル
ギ
ー
舘
給
関
係
 

伊
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
関
係
に
っ
い
て
一
リ
レ
ユ
タ
、
エ
レ
ト
リ
カ
、
 
 

エ
ジ
ソ
ン
電
力
会
社
支
配
人
ヴ
ァ
レ
リ
ー
氏
は
『
水
主
火
従
の
伊
太
利
の
 
 

水
力
資
源
も
一
九
六
五
年
ま
で
に
経
済
的
に
開
発
し
っ
く
さ
れ
輸
入
燃
料
 
 

依
存
の
比
重
ほ
年
々
増
加
さ
れ
の
で
一
九
六
五
年
ま
で
に
原
子
力
発
電
を
 
 

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
述
べ
て
い
る
。
診
 
 

3
 
オ
ラ
ン
ダ
 
 
 

冬
フ
ン
ダ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
協
同
の
研
究
機
閃
（
J
拘
Z
E
R
）
に
依
り
キ
 
 

エ
ー
⊥
フ
に
重
水
原
子
炉
J
E
E
P
（
出
力
T
0
0
1
三
〇
〇
K
W
五
山
年
七
 
 

月
操
業
）
な
も
っ
て
い
る
。
原
子
力
管
理
機
構
と
し
て
は
原
子
力
委
員
会
の
 
 

外
に
原
子
力
研
究
機
関
（
句
u
n
d
a
m
e
n
t
e
e
：
r
d
e
r
牒
k
M
a
t
e
r
i
e
I
n
s
t
i
・
 
 

t
u
t
e
）
を
も
ち
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
に
も
原
子
核
研
究
所
が
置
か
れ
 
 

て
い
る
。
冬
フ
ン
ダ
の
原
子
力
発
電
の
可
能
性
匠
つ
い
て
は
今
後
五
卜
⊥
 
 

○
年
後
に
実
現
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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